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審 査 結 果 の 要 旨 

 本研究は、黄砂の喘息患者、学童の呼吸機能低下に真菌が関与しているか検討した報告

である。松江市の大気中浮遊粒子物質を捕集し、PM10混濁液を作成し、屋外真菌濃度とし

ての真菌の培養コロニー数、THP1細胞刺激による炎症性サイトカイン産生能を検討した。

屋外真菌濃度は、黄砂粒子量、炎症性サイトカイン濃度との関連は認められなかった。一

方、黄砂粒子量と炎症性サイトカイン濃度には有意な相関を認めた。黄砂が高い炎症性サ

イトカイン産生能を有するほど呼吸器官への影響が増強する可能性が報告されている。屋

外真菌濃度と炎症性サイトカインの産生能との関連は認められなかったことより、黄砂粒

子と関連した屋外真菌は喘息患者や学童での呼吸機能低下とは関連がないことが示唆され

た。この論文は、気管支喘息の増悪に環境因子が及ぼす影響について検討することによっ

て、アレルギー分野における学術水準を高めたものと認める。 


